
静
岡
・元
島
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
磐
田
郡
福
田
町
豊
浜

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
六
月
１

一
九
九
九
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
加
藤
理
文

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
―
江
戸
時
代
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

元
島
遺
跡
は
、
静
岡
県
の
西
部
、
磐
田
郡
最
南
端
の
福
田
町
に
所
在
す
る
、

弥
生
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
に
至
る
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
太
田

川
と
原
野
谷
川
の
合
流
点
か
ら

約

一
血
南
の
西
岸
に
位
置
し
、

遠
州
灘
ま
で
は
二
ｋｍ
程
で
あ
る
。

遺
跡
は
、
磐
田
原
台
地
東
側
で
、

遠
州
灘
の
浜
堤

・
砂
丘
内
側
に

閉
塞
的
に
発
達
し
た
潟
湖

。
後

Ｄ

背
湿
地
を
埋
積
し
て
形
成
さ
れ

磐

た
沖
積
平
野
に
立
地
し
て
い
る
。

て
　

調
査
実
施
以
前
は
、
戦
国
時

代
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回

の
調
査
に
よ
っ
て
弥
生
―
鎌
倉
時
代
の
遺
構

。
遺
物
も
確
認
さ
れ
た
。
特
に
、

弥
生
時
代
―
奈
良
時
代
の
遺
構
面
は
、
海
抜
Ｏ
ｍ
前
後
で
検
出
さ
れ
て
お
り
、

周
辺
域
の
遺
跡
の
立
地
を
見
直
す
契
機
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
中
心
と
な
る

の
は
や
は
り
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
至
る
中
世
集
落
で
あ
る
。
中
世

集
落
は
、
鎌
倉
時
代
に
そ
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
、　
一
五
世
紀
後
半
に
は
畿
内
を

始
め
周
辺
諸
地
域
か
ら
様
々
な
物
資
が
搬
入
さ
れ
て
お
り
、
遠
江
の
物
資
集
散

の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
横
須
賀

（小
笠
郡
大
須
賀
町
）
か
ら

浅
羽
町

（磐
田
郡
浅
羽
町
）
に
か
け
て
広
が
る
潟
湖

へ
入
航
し
た
外
洋
船
の
積

荷
が
、
湊

（浅
羽
湊
）
で
降
ろ
さ
れ
、
川
路
で
元
島
集
落

へ
と
運
ば
れ
て
い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
元
島
で
降
ろ
さ
れ
た
物
資
は
、
遠
江
各
地
域
へ
違
ぶ

た
め
に
荷
解
き
さ
れ
、
太
田
川

・
原
野
谷
川
を
利
用
し
て
、
国
府
見
付
や
袋

井

・
掛
川
宿
へ
と
運
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
応
七
年

（
一
四
九
八
）、
淡
水
の
浜
名
湖
が
外
海
と
繁
が
る
程
の
地
殻
変
動

が
あ
っ
た
、
明
応
地
震
に
伴
う
大
津
波
に
よ
り
、
元
島
集
落
は

一
瞬
に
し
て
壊

滅
し
て
し
ま
う
。
地
震
後
、
集
落
は
徐
々
に
復
興
し
て
ゆ
く
が
、
大
規
模
な
地

殻
変
動
の
た
め
か
、
河
川
や
湊
と
い
う
水
運
を
利
用
し
た
物
資
集
散
が
で
き
な

く
な
っ
た
よ
う
で
、　
三
ハ
世
紀
に
は
、
ほ
と
ん
ど
地
元
の
物
だ
け
を
消
費
す
る

集
落
と
な
る
。
さ
ら
に
、
徳
川
家
康
に
よ
る
遠
江
支
配
に
よ
り
政
治

・
経
済
の

中
心
が
、
国
府
見
付
か
ら
天
竜
川
を
越
え
た
浜
松
へ
と
移
り
、
集
散
地
と
し
て

の
湊
は
、
天
竜
川
河
日
の
掛
塚
湊
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。



1999年出上の木簡

そ
の
後
江
戸
幕
府
は
、
慶
長
九
年

（
三
ハ
〇
四
）
以
降
、
集
落
北
側
で
大
き

く
蛇
行
す
る
太
田
川

。
原
野
谷
川
を
合
流
さ
せ
、　
一
直
線
に
遠
州
灘
へ
と
注
ぐ

大
規
模
な
河
川
改
修
を
実
地
す
る
。
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
、
元
島
集
落
は
強
制

移
転
の
対
象
地
と
な
り
、
廃
絶
す
る
に
至
る
。

木
簡
は
、
人
点
出
土
し
て
い
る
。
①
が
包
含
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
以
外
は
、

溝

・
土
坑
か
ら
の
出
土
品
で
、
年
代
の
特
定
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
土

坑
Ｓ
Ｆ
五
九
よ
り
、
呪
符
木
簡
と
も
考
え
ら
れ
る
木
簡
状
木
製
品

一
点
が
出
土

し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

土
坑
Ｓ
Ｆ
六
五

ω

　

「
（符
篠
）

急
々
如
□
令
」
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞受
∞貿
∞
露

働

　

「
（符
徐
）
　

□
□
」

μ
Φ
∞
×

∞
〕
×

卜
　

Φ
釦
〕

土
坑
Ｓ
Ｆ
三
二

⑤
　
。
「□
□
□
□

日

回

」

。
「

日
□

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔μ溢
Φ益

９
Ｐ

土
坑
Ｓ
Ｆ
三
九

□
　
急
々
如
律
令
」

（
］
〇
∞
）
×
∞
釦
×
釦
　
ｏ
Ｐ
Φ

包
含
層

（
　

　

梵

　

字

「□
□
□
口
□
□
□

掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｈ
一
０
九
内
小
穴

②
　
　
「
（符
篠
）

土
坑
Ｓ
Ｆ
三
三

①

　

「□
　
　
　
□

い

　

「回
　
　
　
　
□
」

溝
Ｓ
Ｄ
四
三

（
Φ
時
）
×

岸
∞
×
］

ｏ
頓
Ｐ

含

ω
『
）
×

中
⇔
×

∞
　

ｏ
μ
Φ

Ｐ
『
枷
×

］
Φ
×

∞
　

ｏ
釦
μ

（
Ｐ
⇔
∞
）
×
］
⇔
×
∞
　
ｏ
Ｐ
Φ

ω
は
完
形
の
呪
符
木
簡
で
、
上
部
に
符
篠

（鬼
の
字
の
変
形
）
を
配
し
、
そ

の
下
に

「急
々
如
律
令
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
三
二
世
紀
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

②
は
上
端
を
圭
頭
に
加
工
し
た
呪
符
木
簡
で
、
上
部
に
符
篠

（鬼
の
字
の
変

形
）
を
配
す
る
。
そ
の
下
に
は
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現

状
で
は
墨
痕
は
消
失
し
て
い
る
。　
一
五
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

０
は
上
端
を
圭
頭
に
加
工
す
る
が
、
下
部
を
欠
損
す
る
。
判
読
不
能
の
二
文

字
が
確
認
さ
れ
た
他
は
、
墨
痕
が
消
失
し
て
い
た
。
い
は
完
形
で
、
上
端
を
圭
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(7)

一

一

②

頭
に
加
工
す
る
が
、
判
読
不
能
の
二
文
字
が
確
認
さ
れ
た
他
は
、
墨
痕
が
消
失

し
て
い
た
。
０
い
と
も
に

一
五
世
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

働
は
上
端
を
圭
頭
に
加
工
し
た
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
上
部
に
符
篠

（鬼
の
字

の
変
形
）
を
配
し
、
そ
の
下
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
判
読
不
能
。
そ
の

下
に
も
文
字
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。　
一
五
世
紀
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

０
は
四
隅
を
少
し
切
り
久
く
完
形
の
木
簡
だ
が
、
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。

一
六
世
紀
の
製
品
と
考
え
ら
れ
る
。

⑭
は
上
端
を
圭
頭
に
加
工
し
た
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
上
部
の
右
半
分
が
欠
損

す
る
。　
三
ハ
世
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

０
は
上
端
が
圭
頭
を
呈
す
る
呪
符
木
簡
も
し
く
は
塔
婆
と
考
え
ら
れ
る
。
七

文
字
の
梵
字
を
記
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

側
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

『元
島
遺
跡
Ｉ
』

物

・
考
羞
小編
　
中
世

（
一
九
九
八
、　
一
九
九
九
年
）

遺
構

爺 須

璽屋
退




